
平成２６年度薬物乱用防止教育シンポジウム大阪大会開催要項 

                                       

１ 趣   旨 

  青少年における薬物乱用問題については、児童生徒の規範意識の向上や青少年の覚醒剤・大麻事犯

の検挙人数が大幅に減少するなどの一定の成果を上げているものの、その一方で、近年、合法ハーブ

等と称して販売される薬物等を使用した者の直接的な健康被害だけでなく、二次的な犯罪や健康被害

を起こす事例が多発していることなど、依然として厳しい状況である。 

  学校においては、薬物乱用防止教育のより一層の充実を図るため、教育活動全体を通じて指導を行

うとともに、家庭・地域と連携を図り、社会一体となり普及・啓発を行うことが不可欠である。 

  文部科学省では、平成２５年８月の「第四次薬物乱用防止五か年戦略」の主旨を踏まえ、薬物乱用

防止教育の充実と薬物乱用防止教室の開催の推進を図ってきた。また、教職員、保護者等を対象とし

たシンポジウムを開催してきた。 

 薬物乱用の問題は身近で、緊急かつ重大な課題として捉え、学校、家庭、地域が連携して取組む必

要がある。そこで、児童生徒が現在及び将来の生活において健康・安全の課題に直面した場合に、的

確な思考・判断に基づいて適切な意志決定を行うことができるよう、指導するための契機とすること

をねらいとして、標記シンポジウムを開催する。 

 

２ 主  催    

  文部科学省、大阪府教育委員会 

 

３ 開催日時    

  平成２６年９月１９日（金） １３：００～１６：４５ 

 

４ 会  場    

  クレオ大阪中央  

  〒543-0002 大阪市天王寺区上汐５－６－２５ ℡（06）6770-7200  Fax(06)6770-7705 

 

５ 参加対象者（１０００名予定） 

 （１）小・中・高・特別支援学校の教職員等の学校関係者 

 （２）ＰＴＡ関係者および児童生徒の保護者等 

 （３）薬物乱用防止教育担当者 

    （学校医、学校歯科医、学校薬剤師、警察関係者、教育委員会担当指導主事等） 

 

６ 日    程 
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（１）開会行事     あいさつ   大阪府教育委員会 

  

（２）説  明     「青少年の薬物乱用の現状とこれからの薬物乱用防止教育の進め方」 

                                        文部科学省スポーツ・青少年局 学校健康教育課 

健康教育調査官     北 垣 邦 彦 

 

 

 



 （３）講 演Ⅰ    「脱法ドラッグの乱用危険性とその法規制」 

                        国立精神・神経医療研究センター 

薬物依存研究部・依存性薬物研究室 

室長 舩 田 正 彦 

 

（４）講 演Ⅱ   「薬物乱用の問題点とその背景（仮）」 

                        埼玉県立精神医療センター  

副病院長 成 瀬 暢 也 

         

 （４）シンポジウム   

         テーマ「児童生徒の規範意識の向上を目指した、家庭・地域とともに取組む薬物 

乱用防止教育」  

 

 コーディネーター     兵庫教育大学大学院    教授       西 岡 伸 紀 

 シンポジスト       大阪府立刀根山高等学校 校長    橋 本 卓 爾 

                    枚方市立杉中学校      指導養護教諭  小 泉 睦 美 

                     厚生労働省近畿厚生局麻薬取締部 調査総務課長 

                                  寺 崎 隆 弘 

                    大阪府薬剤師会学校薬剤師部会副部会長・大阪市学校薬剤師会会長 

                                   稲 田 裕 彦 

        オブザーバー            国立精神・神経医療研究センター 薬物依存研究部・依存性薬物研究室室長         

舩 田 正 彦 

                埼玉県立精神医療センター 副病院長 成 瀬 暢 也 

                文部科学省スポーツ・青少年局 学校健康教育課 健康教育調査官   

北 垣 邦 彦 

 

７ 参加申込み 

 （１）申込み期限   平成２６年９月８日（月） 

 

 （２）申込み方法   別紙参加申込書を電子メールまたはＦＡＸにて送付してください。 

 

 （３）申 込 み 先           大阪府教育委員会事務局 教育振興室 保健体育課 

E-mail  HasegawaFum@mbox.pref.osaka.lg.jp 

ＦＡＸ (06)6941-4815 

  

 （４）留 意 点      

 都道府県・指定都市教育委員会管内の参加者については、都道府県・指定都市教育委員会にお

いてとりまとめの上、上記へ申込みください。なお、参加予定数を超える申込みについては、会

場定員に余裕がある場合にのみ受け付けることとし、その受付の可否については各都道府県・指

定都市教育委員会へ連絡します。 

 

８ 問合せ先       

  大阪府教育委員会事務局 教育振興室保健体育課 保健・給食グループ担当 

  〒540-8571 大阪市中央区大手前３丁目２－１２  ＴＥＬ (06)6944-9365 

                          ＦＡＸ (06)6941-4815 

９ そ の 他     

 （１）宿泊については、主催者で取り扱わないので、各自で確保してください。 

 （２）駐車場を用意していないため、自家用車での来場はご遠慮ください。 


